












を呼び起こした。近代建築と歴史的建造物の融合
の良し悪しは、調査団のなかでも意見の分かれる
ところであった。
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　多くの観光客が訪れるごみ焼却場がウィーンの
まちなかにある。デザインしたフンデルトヴァッサ
ーは、ウィーンの画家で奇抜なデザインに惹きつ
けられる。ごみ焼却場は住宅地より離れたところ
につくられるイメージがあるが、芸術的要素を加
えることでまちなかへ誘導し、これによりごみ焼
却場の廃熱が住宅への
地域暖房に効率的に活
用されたエコロジーな
プロジェクトでもあ
る。同様の施設が大阪
舞洲にあるが、市民か
らの受け入れられ方に
違いがあるのは、文化
の違いかと調査団でも
話題にあがった。
�»�¨�¹�Ý�”�»�”�þ�¼

　ウィーン郊外、地下鉄駅の名称にもなっている
ガソメーターは、もともとは巨大なガスタンク（18
96年竣工）であった。都市ガスへのエネルギー転
換を機に1986年に操業が停止した。その後、ウィ
ーン市を中心に活用方法を検討し、店舗・住宅・
オフィス等の複合施設への再生が実現した。
　当日は、ガソメーターコミュニティ会長のMag. 
Andreas Pöschek氏に説明と現地案内をしていた
だいた。ガスタンクの外観はウィーンらしく、もと
もと優雅な煉瓦壁であり、外観を重視して窓も取
り付けられていた。ガスタンクは４基あり、それぞ
れ別の設計者が担当している。そのうち１基（A
棟）を担当したフランスの建築家、ジャン・ヌーヴ
ェルは『カレッタ汐留』の設計者としても有名で

ある。
　ガソメーターのコンセプトは職・住・遊の一体
化であり、低層階に商業施設、透明な天井の上に
オフィスや住宅が配置される。中庭には�Eが入り
緑も多く配置されている。住宅は様々な広さで800
戸、約1,200人が居住しており、就業人口は約2,000
人である。理想的には就業者が住居もここを選択
することであったが、それはなかなか実現には至
っていないということであり、今後も注目していき
たい。しかしながら普通であれば壊して新しい施
設をつくるところ、既存施設を別の用途で再生さ
せた秀逸の施設であった。
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　ウィーン中心部から車で約15分、旧市街地から
ドナウ川対岸に位置するドナウ島という人工島の
再開発プロジェクトが、2012年ほぼ完成した。当
プロジェクトに精通した建築家に、模型を使って
全体概要の説明を受けた後に視察を行った。もと
もとゴミ捨て場として使用されていたため、開発
にあたっては土壌汚染処理をしている。下記写真
の通り地下３階にあたる数十mまで掘削し、完全
に歩車の階層分離がなされていた。人工地盤上に
つくられた業務用途（約70%）の建物が多いため
緑など憩いの空間が少なく、就業者には好評であ
るものの日常の生活空間としては課題があるとい
うことであった。
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　今回の視察団はコーディ協の当番であったので
鉄板の中井先生に団長をお願いし、先生の人気も
あって添乗員含め38名とかつてない大所帯となっ
た。コントロールの難しい大勢の軍団に中井先生
も少しお気を使われたように思うが、協会の方や
本視察の経験がある添乗員さんたちのお蔭で段々
と団が慣れてきて、何とか無事に行程をこなすこ
とができたように思う。
　しかも今回のテーマ「新」＋「旧」で都市の魅
力を高めるということで、メンバーも31歳から78
歳（視察時）と「新」＋「旧」（大御所の方々を旧
と称し申し訳ありません）バラエティーに富んだ
世代ごとの様々なモチベーションが交錯し、高め
あった９日間であった。
　行程は報告の通りであるが、各都市の「新＋
旧」を各々表記し振り返る。
　成田からオーストリア航空でウィーンに入りウ
ィーンには入国せずに北上し、オランダ・アムス
テルダムへ縦移動。「旧」アムスの中心街は日本
の室町時代から戦国時代の頃につくられたもので
あり、今なおその街で生活を営みながら景観を維
持し、世界からの観光客たちを迎え入れている様
子を目の当たりにして皆驚愕した。「新」ウオー
ターフロント地区では現代建築の何ともオランダ
らしい温もりを多々感じ、景観づくりは社会資産
になることを改めて感じることができた。また、
中心からやや離れた新しい再開発地区の計画性や
世界の建築家を招聘している様を公式訪問で説明
を受けた。
　パリは行ったことがある人が多かったので、自
由視察時間もあり思い思いに過ごされていた。パ
リ市内でもレポートにあるワインの貯蔵庫街を再
開発したベルシー地区などはテーマパーク的に進
化していて、その継続的な賑わいを共有し、気分
を味わえた。また、ル・コルビジュのサヴォア邸
を先生にはコースに入れていただいていて、私の

ような建築士の端くれにとっては、学生の頃から
雑誌などで見ていたモダニズム建築の聖地を目の
当たりにして素晴らしい時間を過ごすことができ
た。
　パリから新幹線で日帰りしたフランス南部の都
市ナントでは、「旧」やはり目を見張るパリより
も素朴な古い街の景観と、「新」200haの中洲に
芸術家を誘致しながら再開発をするという進行形
のモデルを見せていただいた。街づくりを文化づ
くり人づくりから入る方法があることを学んだ。
　最後は往路空港でトランジットしたウィーンを
訪れる。アルプスの山に囲まれた清楚で厳かなモ
ーツァルトの生きた街は、やはり空気が少し異な
った。団員の皆もパリよりは治安も良く、ようや
く最後に慣れてきて一番リラックスできたのでは
ないかと思う。「旧」シュテファン大聖堂や中心
街の美しい街並み景観と、「新」ガスタンクの外
側だけ残し、中を商業施設などに再開発したガソ
メーター社、国連のあるドナウ・シティ再開発地
区、新しい現代建築家の競演を見ることができた
ウィーン経済大学のキャンパスも非常に印象に残
った。インパクトのある建築は、東京の新国立競
技場をデザインしているザハ・ハディトさんの設
計した校舎であった。
　帰国してからの所感であるが、大先輩方の街を
歩く歩く旺盛な探求心、中井先生の毎晩のお酒談
義などは街を見るのと同じくらい個人的には勉強
になった。
　そして、本稿のタイトルは日本に帰って、会社
で若い建築家や都市計画家に語ってしまった実感
の言葉である。歴史と未来を思いながら良い街づ
くりができる感性を養うために、これから積み立
てをしないと次回の視察団に間に合いません。こ
の報告をご覧になった志ある方々は、次回の調査
団や国際活動に是非ご参加いただければと切に思
う次第である。

　　　調査を終えて ～欧州にたまに行かないと感性が衰える～
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